
第７次山形県教育振興計画検討委員会
ワーキンググループ

オンライン“７カフェ”
＜第２期実施状況＞

参考資料３
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文化・芸術、身体・スポーツ

② 12月 6日（水） 地域・家庭・学校、教員（働き方改革、指導力）

③ 12月 8日（金） イノベーション・起業家教育、グローバル

④ 12月13日（水） ＡＩ・教育ＤＸ
⑤ 12月15日（金） いじめ・不登校、こころ、多様性、地域の国際化
⑥ 12月18日（月） 学力・学び続ける力、自主性・自立性

⑦ 12月26日（火） インクルーシブ教育・特別支援教育

⑧ 12月20日（水） 藤川委員 デンマーク視察報告会

⑨ 1月16日（火） 東北芸術工科大学 矢部寛明准教授や学生との意見交換会

⑩ 1月25日（木） 横浜創英中学高等学校 本間朋弘副校長との意見交換会

１ 目 的
〇７教振策定に向け、将来を見据えた論点の整理を行うため、検討委員会委員や局
内関係者が意見交換を行う充分な時間を確保

２ コンセプト
〇 ７教振の「目指すもの」「身に付けたい力」「ビジョン」などをカフェのように
語り合う、「対話」と「提案」によるグループワーク

３ カフェのルール
・否定や批判をしない ・参加者は必ず１回は発言
・データや成功事例等のエビデンスをできるだけ持ち寄って画面共有
・あくまで意見交換の場として機能
・職名ではなく、対等な関係で「～さん」で呼び合う
・メンバー外の参加や、日程になくても飛び入り参加歓迎、途中参加・退出可
・まずはやってみて、改善しながら展開

４ カフェの共有
・不参加者や関係者と共有するため、カフェの模様をYoutubeで限定公開

〈共有範囲〉
・７教振検討委員 ・７教振ＷＧメンバー ・７教振検討委員会オブザーバー
・教育委員 ・教育局幹部
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各セッションの概要

【生成ＡＩを最大限活用した概要につき、以下に御留意ください。】
・コメントはChatGPTで生成したものをベースにしているので、必ずしも正確な表現になってい
ないことがあります。
・テキストマイニングは「ユーザーローカルAIテキストマイニング」による分析ですので、必要な
ワードが正確に表現されていないことがあります。
（例えば話し言葉の「～というふうに」の「ふう」が頻出語で出ています）

・テキストマイニングの見方は以下のとおりです。
＜ワードクラウド＞
スコアが高い単語を複数選び出し、その値に応じた大きさで図示しています。
単語の色は品詞の種類で異なっており、青色が名詞、赤色が動詞、緑色が形容詞、灰色が
感動詞を表しています。
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➀ 文化・芸術、身体・スポーツ

〇 日 時 12月１日（金）10:00～
〇 参加者 池田委員、石沢委員

スポーツ保健課、生涯教育・学習振興課、博物館・文化財活用課

〇 コメントの一部（ChatＧＰＴで生成したものに追記、整理）
・部活動の過度な活動時間や競争意識が子どものウェルビーイングへ悪影響の恐れ
・アートは社会への問いを視覚的に表す特徴を持つ ・美術も体育も自己表現を他者と共有するスキル
・価値観が変容する中、芸術・スポーツを通した交流・社会参画が重要
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② 地域・家庭・学校、教員（働き方改革、指導力）
〇 日 時 12月６日（水）10:00～
〇 参加者 三浦委員長、石沢委員、内藤委員

教職員課、生涯教育・学習振興課、福利厚生課、教育センター

〇 コメントの一部（ChatＧＰＴで生成したものに追記、整理）
・教員は地域とのコーディネーターとしての役割が重要になってくる
・教員の社会教育に対する理解不足が課題 ・高校のコミュニティスクールの設置率向上が課題
・家庭と学校、地域が連携した新しい場所（サードプレイス）が必要
・学校が地域に開かれていくためは、学校の中に地域を受け入れていく視点が必要
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③ イノベーション・起業家教育、グローバル
〇 日 時 12月８日（金）10:00～
〇 参加者 高井委員、 高校教育課、義務教育課、生涯教育・学習振興課

〇 コメントの一部（ChatＧＰＴで生成したものに追記、整理）
・問い・課題をたて、市場のマーケティングをし、仕事を創っていく訓練の場という視点が探究学習に重要
・地元の産業や企業と連携した探究活動が重要 ・英語を学ぶことを楽しむと伸びる。場・環境が重要
・主体的な学びを通じてこそイノベーションや起業家精神が育まれる
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④ AI・教育DX
〇 日 時 12月13日（水）15:00～
〇 参加者 寺脇委員

デジ化推進室、義務教育課、生涯教育・学習振興課、教育センター、置賜総合支庁環境課

〇 コメントの一部（ChatＧＰＴで生成したものに追記、整理）
・義務教育における優良なアプリの情報共有、先進的な活用例の紹介が必要
・児童生徒のICTリテラシーの向上が必要 ・教育ＤＸは民間との連携が不可欠
・教育DXは授業をICTを単に置き換えるのではなく、学び方そのもののトランスフォーメーションが課題
・ITを活用出来れば、個人が好きなことを追求して持続可能な社会を創っていける
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⑤いじめ・不登校、こころ、多様性、地域の国際化
〇 日 時 12月15日（金）10:00～
〇 参加者 石沢委員、佐藤委員

義務教育課、スポーツ保健課、生涯教育・学習振興課、教育センター

〇 コメントの一部（ChatＧＰＴで生成したものに追記、整理）
・学校は多様性を受け入れられる環境を整えるとともに、学校以外との連携強化が必要
・オンラインは不登校の子がコミュニティと繋がり続けるツールとなる可能性
・学校だけでなく、地域と家庭も含めた包括的なサポートが重要
・いじめに関する学校の対応は決して遅くない。家庭の不信感を払しょくする情報発信が必要
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⑥ 学力・学び続ける力、自主性・自立性

〇 日 時 １２月18日（月）15:00～
〇 参加者 三浦委員長、中西委員、高井委員、藤川委員

義務教育課、高校教育課、生涯教育・学習振興課、教育センター

〇 コメントの一部（ChatＧＰＴで生成したものに追記、整理）
・生徒の興味を尊重し学習の楽しさを引き出すことが、自主性・主体性に繋がる
・同一年齢だけでなく、異なる年齢層に広げた学びの環境が、多様な実社会で有用な可能性
・学校の探究と現実の生活感の乖離がある。デンマークは体感や実感を通じた学びを重視
・主体的な学びと地域の持続可能な作り手の育成の繋ぎの難しさ、地域に縛られるところのジレンマ
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⑦ インクルーシブ教育・特別支援教育
〇 日 時 12月26日（火）13:00～
〇 参加者 石沢委員、高井委員、澤邉委員、中西委員

特別支援教育課、義務教育課、生涯教育・学習振興課、教育センター、庄内教育事務所

〇 コメントの一部（ChatＧＰＴで生成したものに追記、整理）
・芸術文化活動を通じた交流や自己表現が自己肯定感につながる。学校現場の自由度が大切
・幼稚園では子どたちが自由な環境で遊びを通して学ぶが、小学校は閉じ込められたような環境
・障がい者社会モデルの理解促進が重要。 ・現実には、企業は特性に合わせた対応・受入が必要。
・社会に出てから得意分野で活躍できる場をいかに用意できるかが重要
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⑧藤川委員 デンマーク視察報告会
〇 日 時 12月20日（水）13:30～
〇 参加者 藤川委員、三浦委員長、石沢委員

特別支援教育課、義務教育課、高校教育課、生涯教育・学習振興課、スポーツ保健課、教育セ
ンター、庄内教育事務所、村山産業高等学校、東北芸術工科大学ほか

〇 コメントの一部（ChatＧＰＴで生成したものに追記、整理）
・デンマークの学校は成績や試験よりも、自分を知り、対話とコミュニケーションを重視
・教育は学科だけでなく人格形成も重視。学生には自主性とコミュニケーション力の向上が求められる
・遊佐高校を試験的に「ウェルビーイング推進認定校」とするのはどうか
・デンマークでは体験を通じた学びが重要視され、企業との協働が社会実現に必要とされている
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⑨東北芸術工科大学 矢部寛明准教授や学生との意見交換会
〇 日 時 １月16日（火）16:00～
〇 参加者 高井委員、中西委員、三浦委員長

生涯教育・学習振興課、特別支援教育課、高校教育課、教育センター
山形東高、山形南高、東北芸術工科大学 矢部准教授、坂詰さん（学生） ほか

〇 コメントの一部（ChatＧＰＴで生成したものに追記、整理）
・汎用性があり教科横断型で、直面する課題に立ち向かえるような学力が今求められている
・探究学習により、学校内だけではなく外に出て様々な人と関わりながら学ぶことが大事
・地域、企業が子どもを育てるっていうマインドを育み、オール山形で探究を受け入れる体制が必要
・村を捨てる学力ではなく村を育てる学力が必要
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⑩横浜創英中学高等学校 本間朋弘副校長との意見交換会
〇 日 時 １月2５日（木）1０:00～
〇 参加者 本間朋弘副校長、石沢委員、高井委員、澤邉委員、村山委員

特別支援教育課、義務教育課、高校教育課、生涯教育・学習振興課、教育センター

〇 コメントの一部（ChatＧＰＴで生成したものに追記、整理）
・大人が変わらなければ学校は変わらないと同じように、受験が変わらなければ学校は変わらない
・教科学力に頼りすぎず、社会で活躍するために必要な経験の場をカリキュラムに落とし込むことが必要
・知識はどう使われるかを知ることが重要で、教員が伝達するものではなく子どもが自分で吸収するもの
・評価システムと併せて、各教科で探究型の授業形態をどう作っていくかが今後の課題
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御参加いただいた皆様ありがとうございました
今後も行いますので、よろしくお願いいたします。
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